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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

当社は、2021年 12月 24日に、スタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画を提出し、その内容に

ついて開示しております。2022 年 3 月末時点における計画の進捗状況等について、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

○当社の上場維持基準への適合状況の推移 

当社の 2022年 3月末時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、その推移を含め以下の

とおりとなっており、基準を充たしていなかった流通株式比率を含め、当社試算において、全ての基準を充た

しております。 

 
株主数 流通株式数 

流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

当社の適合状況 

及びその推移 

2021年 6月 30日 

（移行基準日時点） 
7,201人 95,346単位 79.6億円 20.6％ 

2022年 3月 31日 7,364人 94,485単位 74.5億円 25.4％ 

スタンダード市場 上場維持基準 400人 2,000単位 10億円 25％ 

2022年 3月 31日時点適合状況（当社試算） 適合 適合 適合 適合 

※当社の適合状況及びその推移は、2021年 6月 30日は東証が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をも

とに算出を行ったものであり、2022 年 3月 31 日は当社が株券等の分布状況等をもとに試算を行ったものです。上場維

持基準の適合状況の確認は 2023 年 3 月末時点において行われることから、今後の取引状況によっては当社の見込みと

異なる可能性があります。 

 

○上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況 

当社は、計画書の基本方針として、「まずは株主価値向上を図り自己株式の処分等による希薄化を払拭できる

状況を目指すことが重要であると考え、2025 年度末までを株主価値の向上に取り組む重点期間として定め、そ

の進捗を慎重に見極めつつ、上場維持基準を充たすために各種取組を進めてまいります。」と定めております。 

2022年 3月 9日付「2022年 3月期 通期連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」でもお知らせ

したように、2022 年 3 月期の連結業績は好調に推移しており、2025 年度末までの株主価値の向上に取り組む

重点期間において、より一層の株主価値向上への基盤は整いつつあると認識しております。 

既存の環境下での着実な成長と株主還元の実施に加えて、自己株式の活用による企業価値向上策につき引き

続き総合的に検討してまいりますが、スタンダード市場における上場維持基準を充たすことも投資家の皆様の

安心感に繋がるとの判断により、2022年 3月 31日付で保有する自己株式のうち 9 ,000,000 株の消却を行いま

した。 

なお、「中期経営計画」は計画書に記載のとおり 2022年 3月期の決算発表時に行う予定です。 

以 上 


